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本書は、財団法人和歌山市都市整備公社が平成 18年度 (2006年度)に行 った和

歌山市内の遺跡発掘調査の概要をまとめたものです。

調査の結果、川辺遺跡において縄文時代及び古墳時代から鎌倉時代までの生活の

痕跡を見つけました。縄文時代晩期では、円形土坑、方形土坑、ビット、古墳時代

では前期の竪穴住居、前期から後期末の溝や土坑、6世紀末から 7世紀初頭の井戸な

どを検出しました。また平安時代の溝、鎌倉時代の土坑など多 くの遺構 。遺物を確

認しました。

以上、調査による新たな調査成果は、郷土の歴史を語る上でな くてはならない重

要な視点を与えることにな りました。本書が私たちの郷土に関する歴史知識を豊か

にすることを願ってやみません。

発掘調査にあたって御協力をいただいた地元の皆様及び本書編集にあた り種々の

御教示を賜 りました方々に厚 く御礼申し上げます。

平成 21年 (2009年 )3月 19日

財団法人 和歌山市都市整備公社

理事長 武 内  功



例

1.本書は、平成 18年度 (2006年度)に財団法人和歌山市都市整備公社が実施した和歌山市内に

おける埋蔵文化財発掘調査事業の概要を掲載する。

2.本書に掲載の調査については、既に報告書が刊行されたものもある。未完のものについては報

告書が刊行された際に、その報告をもって正式報告とする。

3。 本書の執筆については、執筆分担の文責を文末に記載し、編集は奥村 薫が行った。

4.埋蔵文化財発掘調査及び本年報作成を行つた担当者は以下の通りである。

埋蔵文化財発掘調査
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I。 はじめに

平成 18年度 (2006年度)の調査

和歌山市における平成18年度 (2006年度)の財団法人和歌山市都市整備公社の発掘調査受託事

業は 4件である。

調査に至った原因としては、大規模店舗建設が川辺遺跡において計画されたことから、遺跡範囲

内における確認調査を分割 して 2件 (第 2・ 3次調査)実施し、その結果、開発 される範囲内にお

いて民間受託を 2件 (第 4・ 5次調査)実施したものである。

これ らの調査で、いくつかの重要な成果が得 られているので以下にまとめることとする。

縄文時代

縄文時代については、川辺遺跡第 5次調査で縄文時代晩期の円形土坑、方形土坑、ビットなど多

くの遺構・遺物を確認した。

古墳時代

第 2次調査では、古墳時代前期から後期末の清や土坑、後期以降の土坑、第 3次調査において、

古墳時代初頭の溝や円形住居、前期の方形住居、土坑、柱穴などを確認することができた。 この他

第 4次調査では、6世紀末から 7世紀初頭の井戸などを確認した。

平安時代

第 2次調査において、溝などを確認した。

鎌倉時代

第 4次調査においては、後期の土葬墓を検出し、土師器皿、瓦器椀、石灰岩系の砥石、鉄製小刀、

北宋銭 6枚が副葬品として出土した。

江戸時代

第 2・ 3次調査では、耕作に伴 う小清を検出した。

【2006年度調査一覧表】

番号 調 査 名 原    因 調査期間 Ell積 (lll) 調 査 概 要 担当者名

1 サII辺遺跡第 2次調査 店舗建設に伴う大規模開発
20068

～ 9
1755 古墳時代前期から後期末の溝や上坑、後期以

降の土坑、平安時代の溝などを検出。
藤藪

2 川辺遺跡第 3次調査 店舗建設に伴う大規模開発
200611

ヽ´ 1
1328 古墳時代の清や土坑、柱六の他、鎌倉時代の

土坑などを検出。
藤 藪

3 川辺遺跡第 4次調査 大規模開発に伴う
200612
‐ヽ20073 9778 古墳時代初頭、前期の竪穴住居、6世紀末か

ら7世紀初頭の井戸などを検出。
井馬・藤藪

4 川辺遺跡第 5次調査 大規模開発に伴 う
20072

～ 3
1356 縄文時代晩期の円形上坑、方形土坑、ビット

などを検出した。
井馬・藤藪



Ⅱ .

1.

埋蔵文化財の発掘調査概要

川辺遺跡 第 203次確認調査

調 査 地 和歌山市里・川辺・藤田地内

調査面積 第 2次確認調査 175.5111、 第 3次確認調査 132.811i

位置と環境

和歌山市域の東端部にあたる川辺遺跡は、紀ノ川の河日から約 12 km_L流の北岸に位置し、東西約

l km、 南北約 650mの範囲に広がる縄文時代から中世にかけての大規模な集落遺跡である。

当遺跡における過去の調査には、昭和 62・ 63年度及び平成 3。 4年度に財団法人和歌山県文化財

センターが行つた一般国道 _24号バイパス建設に伴う事前調査 (調査面積 30,641ぶ )及び、平成 9・

12・ 13年度に行つた県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴う発掘調査 (調査面積約 7400題 )がある。

また、平成 13年度には財団法人和歌山市文化体育振興事業団が遺跡の実態解明を目的とした発掘調

査 (調査面積 192」 )を 実施している。県センターが実施したバイパス関連の調査では、縄文時代
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調査区位置図 (数字番号は第 2・ 3次調査地区番号を示す。)

-2-



晩期の上器棺墓や弥生時代中期の方形周溝墓、 占墳時代か ら飛鳥時代にかけての竪穴住居や掘立柱

建物などを検出した他、遮光器土偶などを含む多量の遺物が出上している。貝塚線関連の調査では、

弥生時代後期から古墳時代初頭の竪穴住居及び、古墳時代後期末から飛鳥時代の竪穴住居や掘立柱

建物の他、中世の掘立柱建物や土坑墓などが検出されている。また市事業団の調査では弥生時代中

期の松菊里式堅穴住居などが見つかっている。

今回の調査は、町日歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記された川辺遺跡 (遺跡番号 145)の 範

囲内において店舗建設に伴 う大規模開発を起因とし、遺跡確認の日的で実施した。

調査内容

調査は、開発計画範囲約 70,00011iを 対象に 2× 5m四方の「
Fpl査 区を、第 2次確認調査では 1 1～ 15

区までの 15ヶ 所、第 3次確認調査では 21～ 12区 までの 12ヶ 所、合計 27ヶ 所設定して実施した。

調査地の基本層序は、調査対象地の北部及び北西部と東部及び南部とではその様相が大きく異な

るため、土質・土色及び包含される遺物の時期や遺構検出面の対応関係を考慮し、第 1～ 7層 に分

層した。第 1層は現代の耕作土であり、第 2層は江戸時代の耕作土と考えられる灰黄色系の粗砂混

シル トである。また第 3層は室町時代から江戸時代にかけての耕作土と考えられるにぶい黄色系の

粗砂混シル トである。次に第 4層は、鎌倉時代の耕作土と考えられるにぶい黄色系の粗砂混シル ト

で、黒褐色の鉄分粒を多量に含むことを特徴とする。第 5層は奈良時代から平安時代にかけての水

田耕作土と考えられるものである。この第 5層 は、調査地の東部及び南部に設定した 13～ 5。 10

区・22・ 3・ 6～ 12区 においてのみ確認できるもので、そのうち第 5a・ b層は平安時代の耕作土

と考えられる灰黄色系の粘土混シルトである。また

第 5cod層は、黄褐色系の細砂混シルトであり、2-

6～ 11区 の調査地南部においてのみ確認できるも

ので、奈良時代から平安時代にかけての耕作土と考

えられる。第 6層は、古墳時代以前に紀ノ川の沖積

作用などによって堆積したと考えられるもので、褐

色または黄褐色系のシルトであり2～ 4単位に細分

が可能である。最後に第 7層は、調査地の北部から

北西部 (12・ 11～ 15区 。21・ 3・ 4・ 5・ 8区 )

において堆積する 1～ 3 cm大 の円礫を多量に含む褐

色系の砂礫層である。これら第 6・ 7層については、

第 6a・ b層 においてごく少量の遺物が含まれるもの

の、その他の第 6層及び第 7層では遺物を確認する

ことができなかった。

(1)第 2次確認調査検出の遺構

第 2次確認調査では、第 6層上面において古墳 1寺

代前期から後期末の溝や土坑の他、後期以降の土坑、

平安時代のものとみられる満を検出した。また第 1

写真 1 1-1区 全景 (北 から)

写真 2 1-1区 土坑 3土層堆積状況 (南から)



層上面では中陛の耕作に伴う小溝、第 2・ 3層上面

では江戸時代の耕作に伴う小清を検出した。

以下、主な調査区について説明する。

11区では、第 6層 上面において古墳時代前期の

溝 1条、後期の溝 1条、後期以降の土坑 1基 (土坑

3)、 平安時代のものとみられる溝 1条を検出した

(写真 1)。 このうち土坑 3は、遺構底面に炭と焼土

が堆積する平面方形の焼土坑である (写真 2)。

113区では、第 6層上面において古墳時代後期末

から飛鳥時代の溝 1条 (溝 2)を検出した (写真 3)。

溝 2は調査区の東半部において検出したもので、そ

の主軸はほぼ東西方向である。遺構覆tは 3単位に

分層が可能であり、第 1層 から古墳時代後期末から

飛鳥時代にかけての土器が多数出士した。

9)第 3次確認調査検出の遺構

第 3次確認調査では、第 6層上面において古墳時

代の溝及び土坑や柱穴の他、調査地の北部に位置す

る 2-1区では鎌倉時代の不定形な土坑などを検出

した (写真 4)。 また第 5c・ d層上面では平安時代

の溝及びピットなどを検出した。さらに第 4層上面

では中世の耕作に伴う小清を検出した他、第 2・ 3

層上面において江戸時代の耕作に伴う小溝を検出し

た。以下、主な調査区について説明する。

2-7区では、第 6層上面において古墳時代のもの

と考えられる溝 1条及び土坑 1基の他、杭穴 8基を

検出した (写真 5)。

2-8区では、第 6層上面において古墳時代のもの

とみられるピット10基の他、杭穴 8基を検出した

(写真 6)。 また調査区の北及び東壁面の観察におい

て、第 5c層 上面から掘削されたピットや浅い落ち

込みを確認した。古墳時代のものとみられるビット

10基のなかには、平面形が円形または隅丸方形を呈

し、柱痕を確認したことから古墳時代の掘立柱建物

を構成する柱穴とみられるものがある。

2-9区では、第 5c層 上面において平安時代のも

のと考えられる清 1条 (溝 3)及びピット9基の他、

杭穴 2基を検出した (写真 7)。 また調査区東壁面の

■イ

写真 3 1 13区 全景 (東 から)

写真 4 2-1区 全景 (北から)

写真 5 2-7区 全景 (南から)

写真 6 2-8区 全景 (南から)
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観察において、第 5d層上面から掘削された落ち込

みを確認した。 このうち清 3は、調査区の北端部に

おいて検出したもので、その主軸は北東から南西方

向である。 この清は南側斜面が 2段 に落ち込む断面

形状であり、その平坦面においてピット3基を検出

した。遺構覆土は 3単位に分層が可能であ り、最下

層である第 3層は薄 く堆積した炭層である (写真 8)。

2-11区 では第 6層上面において、古墳時代の溝 1

条 (溝 4)の他、杭穴 2基を検出した (写真 9)。

溝 4は、調査区の北半部において南側肩部を検出

したもので、その主軸はほぼ東西方向である。遺構

覆土は 4単位に分層が可能である。

2-12区 では第 6層上面において、古墳時代のもの

と考えられる清 2条 の他、杭穴 4基を検出した (写

真 10)。 また調査区の南半部では噴砂に伴 う砂脈を

検出した。 この噴砂に伴 う砂脈は、調査区の南部を

ほぼ東西方向に延びるもので、土層堆積状況から平

安時代以前に起こった地震に伴うものと考えられる。

第 2・ 3次確認調査で出上 した遺物には、弥生土

器、上師器、須恵器、黒色土器、瓦器、中世須恵器、

中世土師器、中世陶器、輸入陶磁器、近世土師器、

近世瀬戸美濃陶磁器、肥前陶磁器、瓦、十製品、石

器、金属器などがある。その出土総量は第 2次確認

調査が遺物収納コンテナに 3箱、第 3次確認調査が

2箱 を数える。

まとめ

今回の第 2・ 3次確認調査では、調査対象地の北部

及び北東部の他、西部において居住に関わる柱穴や

土坑などを検出したものの、南西部では満やビット

のみで居住域を示す遺構は確認できなかった。

また土層堆積状況から、調査地の北部及び北西部

は砂礫 (第 7層)に よる微高地であり、南部及び南

西部はシル ト (第 6層)が堆積する微低地であるこ

とが明らかとなった。今回の調査は、小規模な調査

区による確認調査であったものの、遺跡内部の広大

は範囲の情報を得ることができた。  (藤 藪勝則)

‡警‡:事:

写真 7 2-9区 全景 (北から)

2-9区 溝 3土層堆積状況 (北東から)

写真 9 211区 全景 (北から)

写真 10 212区全景
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2.川辺遺跡 第 405次調査

調 査 地 和歌山市川辺 208番地 他

調査面積 11134ぶ

位置と環境

第 2・ 3次確認調査参照。

調査内容

第 4・ 5次調査は、川辺遺跡の中央部における大規模開発 (開 発計画範囲約 70,00011i)の一部で

ある用水路改修部分について行った本発掘調査である。この調査は、昭和 62・ 63年度及び平成 3・

4年度に財団法人和歌山県文化財センター (以下、「県センター」という。)が行った ^般国道 Z号

バイパス建設に伴う事前調査 (調査面積 30,641だ )及び、平成 9・ 12・ 13年度に同じく県センター

が行つた県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴う発掘調査 (調査面積約 7ЮOぶ)の隣接する部分で

ある。調査区については、幅約 2m程度の調査区を延べ約40mに わたり設定して行つた。また調

査区が昇降進入路や水路によって分断されていたことから第 4次調査では第 1～ 24区 までの 24ヶ

所、第 5次調査では第 25～ 27区 までの 3ヶ 所、合計 27ヶ 所の調査区として調査地区番号を付して

調査を実施した。

県道和歌山貝塚線沿いにあたる第 1～ 13区 については、主体となる遺構面が古墳時代から奈良時

代を中′いとするもので、標高 11.50m前 後である。

この他、部分的に検出した上面にあたる鎌倉時代以

降の遺構面も存在 し、 2面 の遺構面を検出した。ま

た一般国道 24号線沿いにあたる第 14～ 24区及び第

25～ 27区では先述の 2面の遺構面の他、弥生時代

中期 と考えられる遺構面と縄文時代晩期の遺構面を

部分的に検出し、最も多い部分で遺構面が 4面存在

することを明らかにした。遺構面の状況からみて、

第 1～ 13区が微高地にあた り、竪穴住居などを検出

したことからも居住域にあたるものと考えられる。
写真 1 第 2区全景 (東 から)

第 14～ 22区の範囲は遺構面の標高が 9.50111前 後ま

 :「1「髯麒馘馘憮麗麟撮饉壼:で落ち込む状況であり、微低地にあたることが明ら

かであり、多数の用水路と考えられる東西方向の満

や第 17区 で検出した畦畔などからも生産域であっ

たものと想定できる。さらに、南側にあたる第23・
fll:

24区は遺構面が上昇し、南側微高地部の北端部に位

置するものと考えられる。

以下、主要な遺構を説明する。

溝 6は第 2区東端部で検出した古墳時代初頭頃に 写真 2 第 2区溝 6土層堆積状況 (南東から)
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掘削された南北方向の溝であり、幅 2.6m、 深さ■3mで断面形が 「V」 字状の形状である。土層の

断面観察からみて、古墳時代後期以降に再掘削が行われたことが確認でき、その時点の規模が上端

幅 2.5m、 深さ 1.Omである (写真 1・ 2)。

第 5区から第 8区にかけては、竪穴住居が集中して検出できた地点である (写真 3)。 時期的には

最も古いものとして古墳時代初頭の円形住居 (竪穴住居 7)が、次いで古墳時代前期の方形住居

(堅穴住居 1)があり、この 2棟は重なり合って検出した。この他、古墳時代中期以降の範疇にあ

たるものとして竪穴住居 3・ 6が、飛鳥時代にあたるものとして竪穴住居 2・ 5。 8があり、これら

X=-67500m Y=-67400m Y=-67300m

|1勢〒 1智2獣鶴 2
メ
ヽ
市

|

土抗2

~魃  瞑8載熱 1連 6

竪穴住居7土抗11竪
穴任奮ン

1か
8

X=-192800m

竪穴住居8/ヽ 9

溝24
ヾゝ 10

一一・一一̈̈
一̈一一̈孟

一」・̈一一一・一一・・・

X=-193000m

0                            100m/20
′

21
土抗28、

〆22    x=_193100m

/31

主要遺構配置図 (数字番号は調査地区番号を示す。)
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はすべて方形住居である。 この中で比較的状況が分

かるものとして竪穴住居 5。 8がある。竪穴住居 5は

第 7区東半部で検出した 4本柱の方形竪穴住居で、

一辺 3.lmの ほぼ正方形状である。覆土は 25 cm程 度

で幅 10～ 20 cm、 深 さ 10 cmの壁溝が周囲に巡る (写

真 4)。 竪穴住居 8は、第 8区で確認した東西 2.8m

以上、南北 1.8m以 上の方形竪穴住居で壁面直下に幅

20 cm、 深さ 10 om程 度の壁清が巡る。また北側壁面

において造 り付けのカマ ドを検出した。カマ ドはや

や外側に張 り出す形状で、袖部は約 60 clllの 長さで馬

蹄形に延びる (写真 5)。

第 12区では最 も良好に遺存する占墳時代初頭の

竪穴住居 (竪穴住居 10)と 住居廃絶後に掘削された

6世紀末から 7世紀の初頭頃の井戸 (井戸 1)を検

出した。竪穴住居 10は長辺 48m、 短辺 3.5mの長方

形で、床面までの深 さが 70 cmと 極めて深い。検出し

た 2基のピットから4本柱の住居であつたものと考

えられ、床面中央部に直径 60 cm、 深 さ 12 cmの 炉が

確認できた。壁溝は、幅約 20 cm、 深 さ 10 cm程度で

ほぼ全周する。井
「
・ 1は掘削段階で堅穴住居 10の 凹

みを利用して掘 り進められたものと考えられる。規

模は、南北幅 3.5nl以 上を測 る大規模なもので、深

さは 1,7m(標 高 94■1)ま で掘削されている。覆士に

は多量の土器が含まれてお り、中でも須恵器の害1合

が多 く、器種では蓋杯が少な く、壺・甕が一定量あ

り、極めて多いものが提瓶である。 このことは、水

辺の祭祀に関わる特殊な出土傾向の一例 といえる

(写真 6)。 また第 12区 と第 13区 の境 目で検出した

土坑 (土 坑 19)は、東西 0.7m、 南北 1.3m、 深 さ

25 cmで 副葬品をもつ土葬墓である。副葬品には土師

器皿 3点、瓦器椀 1点の他、石灰岩系の石材を用い

た砥石 1点や全長 30.O cmの 鉄製の小刀 1点、銭貨 (北

宋銭)6枚がある。埋葬時期は鎌倉時代後期の南北朝

期頃と考えられる (写真 7)。

第 17区 から第 18区 にかけては、ほぼ東西方向に

主軸をもつ溝群を検出した。満の時期は古墳時代後

期から平安時代にかけてのものがあ り、用途として

写真 3 第 7区全景

写真 4 第 7区竪穴住居 5(西から)

写真 5 第 8区竪穴住居 8(北東から)

写真 6 第 12区堅穴住居 10・ 井戸 1(南東
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灌漑用水路 と考えられる (写真 8)。

第 25区か ら第 27区にかけては最も縄文時代の遺

構が検出された地点である。第 25区で確認した円形

土坑 (土坑 38)は、直径 85 cm、 深さ 25 cmの もので、

底面全体が赤変 し、焼土塊になる状況であり、長期

間被熱を帯びたものと考えられる (写真 9)。 また第

26区で検出した方形土坑 (土坑 2)は 、東西 25m

以 L、 南北 35m tt Lの 比較的大規模なもので、遺

構底面から検出したピット内部から縄文時代晩期の

深鉢が出土した (写真 10)。 これ らは、遺構面の時

期からみて縄文時代晩期頃と考えられる。

まとめ

まず縄文時代の遺構面では第 17区 よ り以北にそ

の広が りが認められ、第 1～ 13区 では確認できな

かったことから北東部にその中心が広がるものと考

えられる。また第 14・ 16・ 17・ 25～ 27区で検出し

た弥生時代中期の遺構面は、確認調査の成果からみ

てもこれ らの地区の東側に展開しているものと考え

られる。そして、調査区全域において検出した弥生

時代後期末から奈良時代にかけての遺構面は、遺跡

北部にあたる第 1～ 13区 と最南端の第 Z区 におい

て竪穴住居や掘立柱建物に伴 うビットなどの居住域

を示す遺構群が検出され、地形的にも微高地である

ことが確認できた。その反面、第 14～ 23区では遺

構面の標高が低 く、検出された遺構も用水路 と考え

られ る溝が主体であつた。特に第 14・ 15区 及び第

18。 19区は緩やかな谷状の地形を呈し、下層に黒色

系の粘土質層が堆積していたことから古墳時代の水

田もしくは低湿地であるものと考えられよう。また

中世の遺構の広が りは、第 1～ 13区 を中心とした北

側微高地上において展開していることも確認でき

た。 これ らの詳細は第 6次調査分も含め報告書にま

とめているので参照されたい。

(井馬好英 )

【参考文献】『り|1辺遺跡第 4・ 5・ 6次発掘調査報告書』 和歌

山市都市整備公社 2009年

一
ド

一．一一一．・・・一・一・一

写真 7 第 13区土坑 19(東から)

写真 8 第 17区全景 (南 西から)

写真 9 第 25区縄文時代の遺構面 (南西から)

写真 10 第 26区土坑 42(北から)
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Ⅲ.遺物整理報告等

1.和歌山市鳴神貝塚出土の人骨

安部 みき子
1)・

伊地知 怜子
1)。

長岡 朋人
2)

1)大阪市51大学大学院医学研究科、 2)聖マリアンナEAF科大学

はじめに

和歌山市に位置する鳴神貝塚 (鳴神Ⅳ遺跡第 10次調査)の縄文時代晩期の貝層から出上した人骨

は保存状態が、非常に良好であつた。今回の調査で人骨が確認された土墳墓は 4基で、そのうち 3

基がほぼ同位置に重複しており、残りの 1基は約 3m南に位置していた。重複していた 3基の土墳

の層位は上層から第 7層 (SX l)、 第 7層の下層 (SX 2)と 第 8層 (SX-3)で あり、埋葬時期の

差はほとんどないと推沢1さ れている。これらの土墳から発掘された人骨は単葬と合葬が混在してお

り、特に合葬の場合土墳の重複が大きいため、出土骨の個体を特定することが困難であった。した

がって、取上げ時に個体番号を与えたが、クリーニング後に再検証の結果、第 7層は 3体 (1号、

2号、3号 )、 第 7層の下の層は 1体 (4号 )、 第 8層は 2体 (6号、7号)が特定でき、これらと離

れた位置の土墳の人骨を 9号とした。また、取上げ時に 5号 とした頭骨は 7号と同一の可能性があ

り、8号も6号と同一の可能性が大きいため、 5号は 7号にまた 8号は 6号として扱い、 5号 と8号

は欠番とした。

性の判定は成人のみを対象とし、頭骨は眉状隆起と予L様突起の発達程度 (ubelaker,1989)、 寛骨

は前耳状満、大坐骨切痕、comlDosite arch(Bruzek,2002)に 基づいた。他には四肢骨の大きさや

筋 付 着 部 の発 達 程 度 を考 慮 して判 定 した。年 齢 は歯 の咬 耗 (Lovejoy,198夙 Martin and

Knussmann,1988)や 腸骨耳状面 (Lovejoy et al"1985)に 基づいた。取りあげ時に骨端が明確に

観察できるものに関しては長骨の最大値をコンベックスで計汲1し 、クリーニング後に再度計測を

行った。骨計測はマルチンの骨計収1法 (Martin and Knussmann,1988)に 従った。頭蓋計沢1値は

先行研究 (宮本、1924;清 野・宮本、1925;中 橋 。永井、1989;池 田、1993;長 岡・熊倉、2002;

長岡ほか、2006)の 縄文時代人、弥生時代人、古墳時代人、中世人、江戸時代人、近代人の計測値

と比較した。身長の推定は上腕骨、撓骨と大腿骨の最大長を用い、藤井 (1960)、 PearsOn(1899)、

佐宗・埴原ら (1998)、 Stevenson(1929)と Trotterら (1958)の 推定式で算出した。集団間の比較

には、藤井 (1960)の 式を用い、先行研究 (平本、1972;Wada and Motomura,1999)の 縄文時代

人、弥生時代人、古墳時代人、中世人、江戸時代人、近代人の推定身長と比較した。

所見

1・ 2・ 3号人骨

第 7層 (SX l)か ら出土した 3体は合葬であり、頭位はいずれも北で仰臥であつた。

l号人骨は左上肢を伸展、右上肢は肘関節を外側に屈曲、下肢は、膝を屈曲させた状態で左右に

開いており、下腿は交差させていた。出土部位は、下顎骨、胸郭、左右上肢骨、左寛骨と下肢骨で
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あり、頭蓋骨は遺存していなかった。出土骨の保存状態は比較的良かったが、左側の上肢骨は悪かっ

た。各骨の最大長は、右上腕骨は取上げ時の計測値が 28.5 cm、 クリーニング後が 28.l cmで あり、左

上腕骨と左尺骨の取上げ時計測値は前者が 26.5 cm、 後者が 23.5 cmで 、両者ともにクリーニング後の

計測はできなかった。寛骨の大坐骨切痕が広 く、前耳状溝のレリーフが深かつたため、女性 と推定

できる。また、耳状面に多数の孔があ り、Lttvejoy et alの 7～ 8段階であり、推定年齢は 50歳以

上である。下顎骨の自歯の磨耗程度か らも熟年と推測される。右上腕骨で推定 された身長は lξ.7

clllで、縄文人女性の平均的な高さであつた。抜歯と思われる歯槽閉鎖が、下顎左側切歯に見 られ、

それ以外のt7J歯 と犬歯の歯槽部は破損していて観察できなかった。

2号人骨の埋葬姿勢は、右上肢は伸展してお り、右の下肢は屈曲の可能性があり、その他の骨格

は 3号人骨と混在していたため詳細な観察できなかった。出土部位は下顎骨、椎骨、肋骨、左右上

肢骨、右の下肢骨であり、右上肢骨は骨端の破損が大きかつた。骨計測は左上腕骨の取上げ時の値

は 26.5 cmで あるがクリーニング後は 2生l cmで、尺骨の取上げ時の値が 23.5 cmで あった。寛骨には

深い前耳状清が認められ、性は女性である。年齢は歯の磨耗程度から 30才前後の壮年と推定された。

身長は左上腕骨で推定され、137.5 cmと やや低身長であつた。抜歯は下顎骨の左右切歯にみられた。上

顎骨は出上していない。

3号人骨も仰臥位で、上肢は左右ともに外側にゆるく屈曲しているが、下肢は保存が悪 く確認さ

れていない。出上部位は下顎骨、肋骨、椎骨と左右上肢骨であった。鎖骨 。上腕骨・尺骨 。撓骨・

大腿骨の骨端は未癒合であり、骨盤の腸骨稜・Y字軟骨・坐骨結節の軟骨も未癒合である。歯は下

顎第一大臼歯が萌出し、下顎第二大臼歯は未萌出である。下顎犬歯は歯根が1/4か ら1/2ほどが形

成している。推定年齢は 7～ 10歳である。性別は不明である。

この 3体は、 2号人骨が 3号人骨を抱き、 1号人骨が寄 り添 うような状況で出土している。埋葬

に伴 う副葬品などは遺存していない。

4号人骨

第 7層下 (SX 2)か ら出上した 4号人骨の頭位は北で、上肢は左右ともに伸展、下肢は屈曲し

てお り、仰臥であつた。出土部位はほぼ全身におよび、保存状態も良かった。特に頭骨の保存はよ

く、下顎骨も完全な形で出土してお り、頭骨の復元ができ、頭骨の計測ができたものはこの個体の

みであつた。前耳状溝のレリーフが深かつたため、女性と推定できる。寛骨では耳状面に billowing

や striatittnが あり、Lttvejoy et al.の 3～ 5段階である。耳状面からの推定年齢は 30～ Ю 歳代で

ある。

頭骨の計測値は、脳頭蓋の幅が広 く、頭骨長幅示数は 78と 中頭である。顔頭蓋は、コルマンの顔

面示数が 63で低顔過広顔、コルマンの上顔面示数が ω で低上顔広上顔であった。骨計測ができた

四肢骨は右鎖骨、上腕骨、撓骨と尺骨であり、取 りあげ時の最大長は右鎖骨 13.5 cm、 右上腕骨 27.0

cm、 右尺骨 23.O cmで あったが、クリーニング後は右上腕骨 28.O cm、 桃骨 21 7 cmと 尺骨の 23.2 cmで

あった。 このうち、上腕骨と撓骨で推定した身長は上腕骨が 147 5 cm、 撓骨が 151.5 cmと なった。

歯槽が観察できた下顎骨は両側の切歯と大歯に抜歯がみ られた。上顎骨は、左狽1の 歯槽は破損し

ていたが右側は遺存してお り、切歯の歯根は健全であったが犬歯は歯槽開鎖していた。 この大歯の

脱落が抜歯によるものかは、左側の歯槽が遺存していないことなどから断定できなかった。



6・ 7号人骨

第 8層 (SX 3)か ら出土した 6号人骨と 7号人骨は、埋葬状況から合葬ではないと考えられる。

6号人骨の遺存部位は頭蓋骨片、下顎骨、右上腕骨と尺骨であり、取 り上げ時に 8号としたもの

は、肋骨と椎骨、左上肢骨、右撓骨、尺骨と指骨であ り、6号と 8号の右尺骨の部位は重複していな

いため、同一個体と考えられる。下顎歯の咬耗は、第一大臼歯では点状に象牙質に至るが、第二、

三大臼歯では象牙質に至 らない。歯の咬耗は Lovejoyの E～ F段階であるため、推定年齢は 20～

30歳代である。切歯と犬歯は歯槽の破損があ り、抜歯の有無は観察できなかった。遺存していた長

骨の筋付着部は発達しており、男性と推測される。身長の推定は推定に用いる長骨の最大長がいず

れも計測できなかった。

7号人骨の埋葬姿勢は、上肢は左の肘関節を 90度程度屈曲国内しており、下肢骨は両側とも屈曲

していた。遺存部位は下顎骨、椎骨、肋骨、左の上肢骨、左右の下肢骨である。大坐骨切痕が広く、

前耳状清のレリーフが深かつたため、女性と推定できる。寛骨では耳状面に billowingゃ striation

があり、Lovejoy et alの 2～ 4段階である。耳状面からの推定年齢は 20～ 30歳代である。左中

切歯と右側切歯の歯槽が開鎖していることが観察されているが、左側切歯と右中切歯は歯槽が閉鎖

していないので、抜歯が行われていたとは考えにくい。身長は右大腿骨より 15生6 cmと 推定された。

9号人骨

9号人骨は前述の土墳より約 3m離れた位置にある土墳から出土しており、頭蓋骨の一部、下顎

骨、大腿骨などが出土している。遺存していた側頭骨の乳様突起は大きく、長骨の筋付着部は発達

が著しく、大腿骨骨幹部が頑丈で湾曲していることから男性と推測されるc下顎骨の歯槽は全て閉

鎖しており、年齢は熟年と推定される。身長は、右上腕骨を用いると 153.3 clllと なり、右大腿骨で

は 155.5 cmである。この結果は当時の縄文人の男性に比べて低身長であるが、頑丈な体格であった

ことが推測できる。

考 察

集団構成

本遺跡から出土した人骨の構成は男性 2体、女性 4体、未成年 1体の合計 7体であった。頭蓋は

遺存状態が悪く、 4号人骨以外は骨計涸1ができる状態に復元することが困難であつた。

言十没1値

頭蓋計沢I(表 1)ができた個体は 4号女性人骨のみであるが、脳頭蓋は最大長と最大幅とも比較

資料よりも大きかった (図 1、 表 2)。 顔面頭蓋もまた幅径が小さく、高径が大きい特徴を持つてお

り、比較資料とは異なる形態を持っていた (図 2)。 頭蓋計測値からみると、どの比較集団とも異な

る特徴を持つていた。この傾向は資料の少なさによる偏りと推測できる。次に、長骨最大長 (表 3)

を用いて身長推定を行った (表 4)。 藤井 (1960)の 式に基づいた推定身長は、男性 151 cm、 女性

148 cmで あった (表 5)。 男性は比較資料のいずれの集団よりも身長が小さかったが、女性は比較資

料の縄文人骨と同程度、弥生 。古墳人骨よりも 3 cm小 さかった (表 6)。

抜歯

抜歯の風習は縄文時代によく見られるが、本遺跡では、成人女性の4体なかで 3体の下顎骨に抜
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歯と推測される歯槽閉鎖が見られた。抜歯された歯種は 2号人骨が切歯のみ、4号人骨が切歯と犬歯

であった (表 7)。 一方、上顎の抜歯については、歯槽が遺存しているものがないため不明である。

本遺跡の 1952年 の調査で縄文時代晩期の 18才前後と推定された女性の人骨 1体が出上したとの報

告がある。埋葬形式は伸展葬で、頭骨の左側に猿の撓骨で作られた耳栓を装着し、上下切歯を抜歯

しており、シャーマン (巫女)の可能性があると考えられている。本遺跡の抜歯の風習は女性の間

で比較的頻繁におこなわれていると思われるが、抜歯の有無や歯種のばらつきがみられる。このこ

とは、何らかの社会的な理由があると推測される。今後の分析と追加資料の蓄積によって当時の風

習を知る手掛かりが得られる可能性がある。
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表 1 4号人骨の頭骨の計漫1表

<頭蓋> 測定値

頭骨最大長 g― Op 18422

グラベラ・ラムダ長 g-1 18081

頭骨最大幅 etl― eu    144 09

最小前頭幅 ft― ft 9434

最大前頭幅 CO― C0    11636

両耳幅 au― au    129 75

最大後頭幅 ast一 ast 112.80

基底幅 ms一 nls 9712

耳ブレグマ高 pO― b 12286

<顔面>
上顔幅 fnlt― fnlt 10657

頬骨弓幅 zy― zy 11138

顔 高 n― gll 14257

上顔高 n― pr 6993

<下顎骨>
関節突起幅 kdl― kdl  128 67

下顎角幅 gO一 g0    10740

(左 ) 9132
下顎骨長

9022

顆高 (オ トガイ高) icl一 gn 2471

下顎枝高
(右三) 5876

(右 ) 5630

(左 ) 3285
下顎枝幅

(右 ) 3342

<各部示数>
頭骨長幅示数

顔面示数 (コ ルマン)

上顔面示数 (コ ルマン)

表 2 頭蓋計測値の集団間比較 (mm)

14501 1烏ネ申

●

縄文

●

. 
弥生

・  古墳

中世 ・

1フ 50

脳頭蓋最大長

図 1 鳴神遺跡と他集団の頭蓋計沢1値の比較

750  -

1鳥ネ申

●

脳

頭

蓋

最

大

幅

上

顔

高
(右 )

古墳

●

●

中世

弥生

0
°
 江戸

● 縄文

●

近代

1200       1250

頬骨弓幅

図 2 鳴神遺跡と他集団の頭蓋計測値の比較

1350

計測項 目 鳴滝遺跡  縄文
l

弥生
2

古墳 = 中世・ 江戸「  近代
6

頭骨最大長

頭骨最大幅

上顔幅

頬骨弓幅

上顔高

頭骨長幅示数

上顔面示数 (コ ルマン) 628  468

1842    1757

1441    1419

1066    1261

1114   1328
699    621
782    808

1767

1379

1300

1314

675

780

514

1759

1364

1330

1280

671

775

524

1780

1338

1319

1298

647

752

498

1682

1353

1336

1325

66.4

804
501

1682

1379

1310

1251

653

820

522

清野 由本 (1924)

中橋 永り|(1989)
池田 (1993)

長同ほか (2006)
長 司・熊合 (20()2)

嗜本 (1924)

表 3 長骨の最大長 (rln rYl)

1号 2号 3号 4号 7号   9号

卜腕骨

撓骨

尺骨

大腿骨

右

左

右

右

右

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一

一　

一

一　

一

2808    -―

-    2413

2721

4202   3933

2797

2171

2318

-15-



表 4 身長の推定値

計測値 :[∬38, 藤井(1960)
佐宗・ ItL原

(1998)
lllax   NIleanN/1ill

1号

2号

女性  4号

7号

上腕骨

上腕骨

上腕骨

撓骨

大腿骨

右

左

右

右

右

2808

2413

2797

2170

4201

1488

1379

1485

1538

1546

1481

1388

1479

1509

1551

1463

1357

1460

1498

1527

146_3   1488   1477

1357   1388   1375

1460   1485   1475

1498   1538   1515

1527          1541

計測値 P穐38,St7y53務
n・鴨惑「襴脇)

Mill 卜/1ax  lllean

男性 9号  兵耀暑 喜
2721

3933

1494

1552

1581

1576

1560

1574

153.9  1492   1492 1581  1533

1552  1520   1520 1576 1555

表 5 鳴神遺跡の推定身長
1

表 6 推定身長の比較 :鳴神遺跡出土人骨と他集団との間
で比較を行つた

1

集団 地域 卿畷 活警簑  平均平均

推定身長

9号 1506

150.6

男性

男性平均
鳴神遺跡

縄文
2

鎌倉
2

室町
2

江戸
2

近代
2

1506

159.1

1614

1631

1590

1568

1571

1553

1号

2号

4号

7号

1481

1388

1494

1551

1479

4

9

66

9

5

17

45

43

1479

148.1

1508

1515

1449

1466

1456

1448

女性

女性

女性

女性

女性平均

和歌山     1
関東     11

弥生
3  

北部九州・山口  77
古墳

2    
関東

関東

関東

関東

関東

22

17

26

95

43

1 藤井 (1960)の 身長推定式による。

表 7  下顎骨の歯の状況

1号

2号

3号

4号

6号

7号

9号

藤井の身長推定式による。比較資料は大腿骨最大長に基づく。
平イ((1972)   3  い「acla an(l NIotolnura(1999)

11 12

不明 不明

抜歯 抜歯

遊離  欠損

抜歯 抜歯

欠損 遊離

遊離  閉鎖

閉鎖  閉鎖

右

C  Pi11l Pn12 M l  N1 2  M3

不明 不明 欠損  欠損  欠損  無し

欠損  欠損  欠損  欠損  欠損 弱摩耗

欠損  欠損  欠損  欠損 歯槽内 無し

抜歯 強磨耗 強磨耗 中磨耗 強磨耗 強磨耗

遊離 弓弓磨耗 不明 強磨耗 中～強磨耗 遊離

遊離  欠損  開鎖  開鎖  欠損  欠損

閉鎖 閉鎖  閉鎖  閉鎖  開鎖  閉鎖

N13 N12 N1l Pll12 Pnll C 12 11

欠損  閉鎖  欠損  欠損  欠損 欠損 抜歯 不明

弱磨耗 不明 欠損  欠損  欠損 正常 抜歯 抜歯

無し 歯槽内 Iド常 正常 歯槽内 正常 正常 正常

強磨耗 強磨耗 強磨耗 強磨耗 弱磨耗 抜歯 抜歯 抜歯

弱磨耗 中磨耗 強磨耗 遊離 遊離 不明 不明 遊離

不明 不明 不明 不明 不明 不明 遊離  閉鎖

閉鎖  閉鎖  閉鎖  開鎖  ltu鎖  開鎖  閉鎖  閉鎖
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1号人骨

騨
饒
魃
浙
涸
鮨
浙
蝙
靱

右 2上腕骨
左 5尺骨 6

3撓骨 4尺 骨 上腕骨
上腕骨 (1/4)

1号人骨

1号人骨  1下 顎骨 (1/2)

左 10肛骨 11大腿骨 (1/4)

４

７

右
左

:|::1191

上腕骨 15撓骨 16尺 骨
尺骨 18撓骨 19上腕骨 (1/4)

1号人骨 12右寛骨 13左寛骨 (1/4)

2号人骨 20下顎骨 (1/2)

2号人骨
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3号人骨 21下顎骨 (1/2)



3号人骨 (1/3)

4号人骨 30頭蓋骨前面 (1/4)

1    30

4号人骨 30頭蓋骨右外側面 (1/4)

23上腕骨 24撓骨 25尺骨
26尺 骨 27撓骨 28上腕骨 (1/2)

4号人骨 31頭蓋骨上面 (1/4)

罪
　
糧
一一
■
一

3号人骨 右

左

4号人骨 33下顎骨上面

4号人骨 34下顎骨前面
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4号人骨 右

左
41月り1骨 42肛骨 43大 liR骨

44大腿骨 45月堅骨 46月非骨 (1/4)

4号人骨 34鎖骨 35肩 甲骨 36上腕骨
39鎖骨 40上腕骨 (1/4)

:::|:::::::::::::::::::::|:::|::::::::;

:::::::::111111111111111111111:11::::1::11:|

苺
===な

||111,,篠驚機鷲澪鸞磯鐵撃|

37撓骨 38尺 骨右

左

鰺鐵艤機懸議機機機難華‡難難難鷲穣難難難難難饉議懸驚:鐵懸難難:轟難醸鍼濾難‡簸議議懸鐵灘鶯‡懸難驚饉灘量難難
艤鰺魃轟繭‡鷺鶉懸饉‡鰺靡蓋繭
辣蝙鰺鶯魃鶉
糠鶉:躙塁鰈 :魃鶉‡畿難輩菫隋 難議難灘簸餞 ‡難難難 4号人骨 侶 寛骨 (1/3)

:11:|||:||:11::1111::::::::::::::::::::::::

驚饉驀憲難難難:鰈 轟議難餞 覆難議事糠
|:illl::|:|::111::11111::||:||:|::::::::::::::::11:|

醸華
==

雛難:47篠菫難輩猿:

::111:::::|1111111111111111111111111111:::::11

|11111::|:::::::|||:||||||:||::::::::::::|::11:::::|||

1111111:|:||||||::|||||||||:|||:::::||:|:||::11111111111111:|| li::::1::11111111:::::::::::::::111
|■■●■■■F鷲|■■■■■|■■

=■
■■■●

==■
■
=I

6号人骨 47下顎骨 (1/2)

49撓骨 50尺骨
51上腕骨 52尺骨 (1/4)

|:::::::::|:::::|:::|:::|:::機書鷲馨麟鸞隆欝l:::::::::::::::::::::::::::::::::

右

左

|::|||:::::::|:111

1111:::::::::::::::

1111::::::::::::11

:::::::::::::::::

:‐ ::::|:::::::::11

〓
●
〓
〓
一菫
穣
〓
機
難
一織
難
菫
一〓
継
輩
一奪
〓

:::|::::::::::::::|:|::::::::::::::::::躾 ::::::::::::::::::::::::::|:::::::::::111::

::|||:|:|::::11111::::::::111111111111

議議‡議難‡麟辣 ::::::::::::::::::::::::|

:::::::::==::|:::

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一

6号人骨 53右 大腿骨 (1/4)
6号人骨
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7号人骨 54下顎骨 (1/2)

7号人骨 右
左

57肛骨  58大腿骨
59誹骨  601厘骨  (1//5)

7号人骨 55右撓骨 56右尺骨 (1/4)

7号人骨 寛骨 (1/4)

9号人骨 右

左
68月非骨  69肛骨  70大月退骨
71大腿骨 72肛骨 (1/4)

右

左
上腕骨
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愧
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9号人骨 62鎖骨 63肩甲骨 64撓骨 65尺 骨 66
67鎖骨 (1/5)



2.太田・黒田遺跡 第 22次調査遺物整理

調査の概要

大田・黒田遺跡は、紀ノ川下流南岸の和歌山平野のほぼ中央部に位置し、平野部でも微高地にあ

たる地点に所在する。遺跡は南北約 850m、 東西約 500mの範囲をもつ弥生時代から江戸時代にか

けての大規模な複合遺跡である。昭和慇 (1968)年 から発掘調査が開始され、現在までに 61次数

の調査が行われるまでに至っている。

第 22次調査は、遺跡範囲のほぼ中央部にあたる和歌山市太田479-3番地において社屋建設工事に

伴つて行ったもので、昭和 63年 4月 から5月 にかけて財団法人和歌山市文化体育振興事業団が面i積

21011iに ついて実施したものである。

調査の結果、弥生時代中期の堅穴住居 3棟、古墳時代の柱穴 8基、中世の大溝 1条などを検出し、

弥生時代から中世にかけての遺物が大量に出土した。特に、中世大溝は南北方向に掘削されたもの

で、幅 1.5～ 2m、 深さ約 70cm、 長さ 17m以上の規模を測 り、両岸に杭を密に打ち込み護岸施設と

している。出土した遺物の時期から 16世紀後半に埋没したものと考えられている。

ヽ
―

―

―

―

―

―

―

―

‐

‐

―

′
ノ

１
１
１
１
１
１
１
１
‐

．
．
．
．
‐
‐
′
′

′
／

―
ぃ

淵
種

構

率

□

一日酬
‐‐‐‐‐〕

31瀬二認 _
鳴神線、

l二墨

イ
調査区位置図

-21-



溝 3

〆

―

に

―

―

ト

ー

ト

ー

ー

ト

ー

」

．Ｆ

Ｌ

Ｉ

一

中

世

大

溝

|

１

号

住

居

跡

 ヽ              0          5m

遺構配置図

出土遺物

ここに報告する遺物は、中世の大清 (溝 3)出土遺物のうち、遺構が機能していた時期と考えら

れる中世の遺物を報告する。

遺物は、瓦器、山茶椀、中世須恵器、中世土師器、土師質・瓦質土器、国産陶器、輸入陶磁器、

瓦、石製品、金属製品などがある。以下、種類別に分類して記述を行う。

瓦器

瓦器は椀 (1～ 8)、 皿 (9～ 13)、 片口鉢 (141な どがあり、胎土は砂粒をほとんど含まず緻密

で、色調は黒灰色から淡灰色の範囲である。

椀は古い段階のものに大和型瓦器椀がみられるが、他は紀伊型瓦器碗が主体を占める。図示した

ものは全て紀伊型瓦器碗である。1は 内底面に密な連結輪状文を施したもので、高台は高く、外側に

開く。2についても内底面に密な連結輪状文を施したもので、外面にもヘラミガキがみられる。1に

比べて高台が低いものである。3は内底面に 5回転の連結輪状文を施したもので、高台は更に低 く

なっている。4も 内底面に連結輪状文を施したものであるが、高台は断面形が逆三角形となり細 く、

更に低いものである。5～ 7は 口縁外端部に2単位のヨヨナデによる段がみられる。また、8に つい

ては 3単位の段を観察できる。これらの高台は断面形が逆三角形のものであり、外面にはミガキは

みられない。

皿は、内面にヘラミガキがみ られるもの (9～ 11)と み られないもの (12・ 13)がある。前者は

口径約 112～ 8.8 cm、 器高 2.1～ 1.8 cmの 計沢1値 の範囲で、後者は 2点 とも口径 74 cm、 器高 1.2 cm

を沢1る ものである。

片 口鉢 (14)は 口径 16.9 cm、 残存器高 6.6 cmを 沢1る もので、内外面ともにヘラミガキによる銀化
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遺物実測図 1(瓦器、山茶椀、中世須恵器)

がみ られる。

山茶椀

山茶椀は 1点 (15)が出土した。東海地方からの搬入品であ り、和歌山平野の中世遺跡からはほ

とんど出土していない珍しいものである。胎土は砂粒を少量含むが緻密で、色調は淡灰色のもので

ある。残存高 2.3 clll、 高台径 7.9mを 測る。内底面に重ね焼き痕がみ られる。

中世須恵器

中世須恵器には東播磨地方から搬入された東播系須恵器がある。東播系須恵器は、こね鉢 (16～

22)が出土した。16～ 18は 口縁上端部をつまみ上げ、 日縁外端面は丸味を帯びた縁帯状となって

いる。19。 20は 回縁端部内側に段をもつもので、 日縁外端面の縁帯中央部を押さえ窪ませている。

21は更に縁帯が発達したもので、縁帯幅約 2.O cmを 沢1る。 これ らの胎土は砂粒を少量含むが緻密な

もので、色調は淡灰色から灰褐色の範囲である。22は底部で、外底面には回転糸切 り痕がみ られる。

中世土師器

中世土師器には、皿と釜と禍がある。

皿には、いわゆる京都系土師器皿がみ られる。京都から搬入されたとみ られる乳白色系統のもの

(23～ 29)と 在地で模倣した (30～ M)と考えられる灰黄～灰茶色のものがある。23は京都系土

師器皿 Abタ イプで、手づ くね成形を行い、 日縁部を緩やかに内湾させるものである。24・ 25は京

都系土師器皿 Gaタ イプとみられるもので、場 は大皿、25は小皿である。内型作 りと考えられ、14

世紀中頃から後半の時期とされるものである。26～ 29は京都系土師器皿 Iaタ イプであり、手づ く

ね成形を行い、日縁部を強 く外反させる。 これ らは自土器 と呼ばれる一群で、15世紀代の時期とさ

れる。30は、いわゆる京都系土師器皿のうち退化 した 「て」の字状 口縁皿を模倣したものとみ られ
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る。手づくね成形で、日縁部を短 く丸 くおさめている。31・ 32は京都系土師器皿 Gaタ イプを模倣

したものとみられる。手づくね成形を行い、やや厚手の器壁をヨヨナデで仕上げるものである。33・

Mは京都系土師器皿 Iaタ イプを模倣したものとみられる。31・ 32と 同様に手づくね成形を行い、

やや厚手の器壁をヨコナデで仕上げるものである。

また、皿には本遺跡周辺で製作されたものとして、回転台成形のもの (35～ 38)と 手づ くね成形

のもの (39～ 62)がある。前者は底面に回転糸切痕を残す淡茶褐色のもので、底部径が 84～ 7.0

cm((35～ 37)の一群と底部径が 5.2 cmと 小さい、いわゆる円板状高台の 38がある。手づくね成形

のものには、瓦器皿と類似する一群 (39～ 2)があり、12～ 13世紀代のものと考えられる。また、

ナデ調整により、底部と体部側面に明瞭な稜をもつ一群 (43～ 62)が ある。これらは類似する胎土

のもので、赤褐色から茶褐色の色調をもつもので、日縁端部を外方にやや外反させる一群 (毬 ～

56)と 口縁端部を玉縁状におさめる一群 (57～ 62)に 三分することができる。前者が量的に最も

多いものであり、後者のタイプは根来寺遺跡で 16世紀代に一般的にみられるものと類似する。

なお、土師器皿には高台付きのもの (63・ ∝)もある。63は 回径 9.3 cmを 沢1る 厚手の皿で断面形
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遺物実測図 2(中世土師器 1)
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が逆三角形のしっか りした高台が貼 り付けられている。茶褐色のもので、 日縁端部上面が水平に面

取 りされている。64は手づ くね成形によって、皿の底部に厚手の台を貼 り付けるものであり、皿 と

いうよ り台と呼ぶべきかも知れないものである。外面の接合部に指頭圧痕を顕著に残し、台部の内

側に絞 り目がみ られる。

土師器釜 (65～ 86)は、日縁部が 「くJの字状に屈折するもので、日縁端部にバ リエーシ ョンが

み られる。外面体部に鍔あるいは突帯をもつものであるが、欠失したものもある。 日縁端部の特徴

か ら、端部を内傾させ小さく丸 くおさめるもの (65～ 77)、 端部を水平におさめるもの (78～ 81)、

ソ                                              99

1
ヽ 10。

正三二三二l三ライ′:4

98

20cm

遺物実測図 4(中世土師器 3)
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端部を内傾させ長く伸ばしたままのもの (82～ 84)、 更に内側に巻き込むもの (85・ 86)がある。

これらは胎土中に結晶片岩が含まれることや色調が赤褐色から茶褐色の範囲で共通しており、本遺

跡周辺で製作されたものと考えられる。土師器釜の鍔部 (87～ 89)も 出土している。

土師器場 (90～ 107)は、日縁端部が内傾し、外面体部をケズリ成形で仕上げ、日縁部外面に短

い鍔をもつもの (90～ %)、 日縁端部の内側に面をもち、外面体部下半部を平行状のタタキ成形を

…

124
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遺物実測図 5(土師質・瓦質土器 )



行い、日縁部外面に突帯をもつもの (95～ 98)、 突帯が退化して突起状となったもの (99～ 105)、

体部が直立し、外面体部を格子状のタタキ成形を行ったもの (106・ 107)がある。90～ %は胎土

中に結晶片岩が含まれることや色調が赤褐色から茶褐色の範囲で共通しており、本遺跡周辺で製作

されたものとみられる。また、他の外面体部にタタキ成形を施す禍は、他地域からの搬入品と考え

られる。

土師質・瓦質土器

土師質土器と瓦質十器には同一器種で焼成が土師質のものと瓦質のものがあることから、土師質。

瓦質土器と一括する。本来的には和泉 。大和地域から瓦質土器が搬入された後、それを模倣して本

遺跡周辺で土師質・瓦質土器が製作されたものと考えられる。羽釜 (108,109)、 橘鉢 (110～ 112)、

火鉢 (113～ 116)、 風炉 (117)、 香炉 (118～ 120)、 椀 (121～ 123)、 皿 (124)、 土管 (125)な ど

の器種が認められる。

羽釜は、瓦質焼成のもの (108)と 土師質焼成のもの (109)がある。108は色調が黒灰色のもの

で、和泉地方からの搬入品であると考えられる。109は色調が赤褐色のもので、胎土中に結晶片岩

が含まれることから本遺跡周辺で製作されたものとみられる。

橘鉢 (110～ 112)は瓦質焼成で、外面体部はケズリ調整、内面はハケ調整を施した後にクシ状工

具で襦り目を施し、色調は淡灰～灰褐色の範囲である。 11縁端部の外側に面取 りを行い縁帯状に仕

上げるもので、古相のものは縁帯幅が狭く、新相になるほど縁帯幅が広 くなる傾向がある。

火鉢は瓦質焼成のもの (113・ 114・ 116)と Jl師質焼成のもの (115)が ある。円形 (113～ 115)

と方形 (116)の ものがあり、外面に突帯を貼り付け、外面はミガキ調整、内面はナデ調整を施すな

ど製作技法は共通している。115は上師質焼成により色調は茶褐色のものであるが、胎土中に結晶

片岩が含まれることから本遺跡周辺で製作されたものと考えられる。

風炉 (117)は小破片であるが、瓦質焼成で黒灰色の色調をもつ大型の風炉である。火窓の側縁面

はケズリ調整がみられる。

香炉は瓦質焼成のもの (118。 119)と 土自li質焼成のもの (120)が ある。日縁端部を外反させるも

ので、二足をもつ円形の小型香炉である。外面はミガキ調整、内面はナデ調整を施すなど製作技法

は共通している。瓦質焼成の118は唐草状、119は菊花文のスタンプがみられる。120は土師質焼成

により赤褐色の色調で、胎土中に結晶片岩が含まれることから本遺跡周辺で製作されたものと考え

られる。

椀は瓦質焼成のもの (121)と 土師質焼成のもの (122・ 123)があり、皿 (1%)は瓦質焼成であ

る。 これ らのものは、貼 りつけ高台をもち、内外面を丁寧にミガキ調整を施すなど製作技法は共通

している。 122・ 123は土師質焼成により淡赤褐～茶褐色の色調であるが、123は表面に漆を塗布 し

光沢のある黒褐色の色調である。これ らの一群は仏具の六器などをモデルに製作した nII能 性がある。

125は土管の受口とみられるもので、土師質焼成により淡赤茶色の色調である。胎土中に結晶片

岩が含まれることから本遺跡周辺で製作されたものと考えられる。

国産陶器

焼締陶器は常滑焼 (126)、 信楽焼 (127)、 備前焼 (128～ 144)があり、施釉陶器には瀬戸。美濃

系陶器 (16～ 157)がある。
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常滑焼は大甕 (126)がある。 口縁端部を外反させるもので、外面端部に面取 りを行 っている。色

調は黒灰色で、12世紀後半頃とされるものである

信楽焼は中型の壺 (127)がある。色調は淡茶色のもので、胎土に長石粒が多 くみ られる。

備前焼は壺 (128～ 130)、 大甕 (131)、 橘鉢 (132～ 1441が あ り、特に橋鉢が大量に出土してい

量 ._∠。

薯

o                           20cm

―

 「―

遺物実漫1図 6(国産陶器 1
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る。 128。 129は肩部に波状文をクシ状工

具で施 した中型の壺で、130は小型の壺

底部である。131は大甕底部で、色調は

暗赤褐色の堅牢なものである。橘鉢はⅣ

期のものが 132～ lMで ある。口縁端部

を上方 につまみ上げ端部外面に縁帯面

を作 り出すものである。内底面にクシ状

工具で括 目を施すもので、クシの条線数

は 5～ 8を数える。色調について、132・

133は暗茶褐色、134が暗赤褐色である。

V期 のものは 135～ 144で括鉢の量的主

体を占める。日縁部の縁帯は前者に比べ

拡張され、縁帯面に沈線状の段がみられ

る。橘 目の条線数は 8～ 11で ある。色

調は暗赤褐色が主体を占める。

瀬戸・美濃系陶器は灰釉を施したもの

(14～ 150)と 鉄釉のもの (151～ 157)

が あ る。灰釉 の ものは、椀 (145)、 皿

(146～ 149)瓶子 (150)がある。1翡

～ 1ク は古瀬戸後期様式のもので、外面

体部下半への釉は施 さないタイプであ
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遺物実測図 7(国産陶器 2)

る。148。 149は大窯期のもので、全体に施釉し高台内に重ね焼き時の窯道具痕がみられるものであ

る。149の 内底面には菊花文のスタンプがみられる。150は灰釉瓶子で、二次焼成により淡緑白色に

変色している。穴窯期のものと考えられる。鉄釉のものは、天目茶椀 (151～ 155)、 天目台 (156)、

香炉 (157)がある。天目茶椀の色調は全て黒褐色で、151・ 152は古瀬戸後期様式、153～ 155は大

窯期のものである。152の高台内に花押状の墨書がみられる。156の 天目台は黒釉を施す古瀬戸後期

様式のもので、高台周囲には釉を掛けないタイプである。瀬戸・美濃系天目台の出土は珍しい。157

は暗茶色の色調の小型三足香炉で、大窯期のなかでも 16世紀後半のものとされる。

輸入陶磁器

中国製の青磁 (158～ lm)、 青白磁 (165)、 自磁 (166～ 174)、 染付 (175～ 178)がある。

青磁は碗があり、龍泉窯系 (158～ 163)と 華南系 (164)の ものがある。158・ 159は太宰府編年

龍泉窯系青磁碗 I類で、159の 内底面には片切彫りの蓮華文が施されている。160は 口縁端部を外反

させるタイプである。161は 口縁端部を玉縁状としている。162・ 163は線描蓮弁文の碗である。lM

は前 2例と同じ文様構成であるが、外面体部に回転ヘラケズリ痕を明瞭に残すもので、釉薬の透明

度は低い。165は青白磁梅瓶である。薄い器壁をもつもので、外面体部に渦文をクシ状工具で施す

ものである。

白磁は碗 (166・ 167)、 皿 (168～ 173)、 小杯 (1741が ある。166・ 167は いわゆる玉縁口縁碗で

-30-



ある。透明度の高い釉

薬が施されるが、外面

体 部下 半へ の釉 は施

さないタイプである。

168～ 170は前者の時

期に伴 う皿である。内

面 に圏線状 に段 を も

ち、日縁端部を外反さ

せるものである。 171

はいわゆる日禿皿で、

底部 には釉 を施 さな

いタイプである。172

は割高台皿で 15世 紀

代 にみ られ るタ イプ

である。173は細い高

台をもち、口縁端部を

外反させるもので、16

世紀 に大量 にみ られ

るタイプである。12

は外面体 部 にヘ ラケ

ズ リ痕 を明瞭 に残す

小杯で、172と セ ット

となるものである。
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遺物実測図 8(輸入陶磁器 )
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染付は碗 (175。 176)、 皿 (177)、 小杯 (178)が ある。175。 177・ 178は景徳鎮窯系で、176は渾

州窯系のものである。175は 内底面に呉須顔料で十字花文を描いた碗で、176は高台周囲に釉を施さ

ないタイプである。177は いわゆる碁笥底皿で、内底面に牡丹文を描いている。178は腰折れの小杯

0                    20cm

遺物実測図 10(瓦 2)
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で、内底面に梅月文を描 く

ものである。

瓦

瓦は軒丸瓦 (179。 180)、 軒

平瓦 (181～ 185)、 丸瓦 (186

～ 188)、 平瓦 (189。 190)

がある。軒丸瓦は、179と

180の どちらも内区が深い

もので、179は左巻き、180

は右巻きの巴文を瓦当文様

にしている。179は珠文数

が 19で 巴文の尾部が長 く

伸び、接 している。180は

小さい珠文をもつもので、

太 い 巴の頭部 が 中央で接

し、尾部でも互いに

接している。軒平瓦

は、 181・ 182は 内区

が深 く、周縁部の幅

が狭いもので、瓦当

文様は唐草文が施さ

れている。183～ 185

は 内 区が 浅 い もの

で、瓦当文様は均整

唐草文である。 これ

らはケズ リとナデに

よ り調 整 され て お

―
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遺物実測図 11(石製品、石造物 )
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遺物実測図 12(金属製品)

り、181の 凹面には離れ砂が付着している。また、185には二次焼成による変色部分がみられる。丸

瓦 (186～ 188)は、凹面に布日、凸面には縄目タタキがみられナデ調整で仕上げるものである。平

瓦は、189は 凹面に布日、凸面に格子タタキがみられ、190は 凹面に離れ砂、凸面に板状のタタキが

みられる。

石製品・石造物

石製品には、砥石 (191)と 茶臼 (192)がある。191は乳白色のもので、石材の種類は不明であ

るが、表面に径 1～ 2 mm大の孔がやや多 くみられる。上下の 2面を用いたものとみ られ、平滑面と

なっている。192は茶臼の下臼受皿の周縁部分である。石材には砂岩を用いたものである。

石造物には宝筐印塔の相輪 (193)が ある。下か ら伏鉢、請花、九輪の各部分があ り、上部を欠失

している。石材には砂岩を用いたものである。
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金属製品

金属製品には銭貨 (194)と 銅製金具 (195)が ある。1%は 中国北宋の銅銭 「景徳元費Jである。

195は銅製の金具であるが、用途は不明である。留め金具の可能性がある。

まとめ

以上、大溝 (溝 3)出土の中世遺物を報告したが、その中でも特に中世後期の時期のものが本遺

構に伴うものと判断され、本遺跡が所持していた中世後期 (大田城跡)の遺物の一端を報告するこ

とができた。

なお、本遺構からは、これらのもの以外に弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器なども多量に出

土しており、遺物の種類が多岐にわたる。このことは埋没時に周辺の各時代の遺構に所属していた

遺物が多く混入したことを示すものと考えられる。

(北野)

【参考文献】

『太田・黒田遺跡発掘調査現地説明会資料』財団法人和歌山市文化体育振興事業団 1988年

大野左千夫 「太田・黒田遺跡第 22次調査」町日歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 1-昭和 63(1988)。 平成元 (1989)

年度―』財団法人和歌山市文化体育振興事業団 1992年
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2.

Ⅳ.普及啓発活動

1.書籍刊行

埋蔵文化財の発掘調査報告書を刊行し、関係機関等へ配布した。

『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 ―平成 16年度 (20M年度)一』 (平成 19年 3月 )

発掘調査報告書の編集を行った。

『和歌山市内遺跡発掘調査概報―平成 17年度―』 (平成 19年 3月 )和 歌山市教育委員会発行

報告会等の開催

発掘調査報告会を実施した。

『スライドで見る太田・黒田遺跡発掘情報』

平成 18年 7月 9日  中央コミュニティーセンター

講師派遣等

財団法人和歌山県文化財センター主催の報告会に講師を派遣した。

『地宝のひびき ―第 1回和歌山県埋蔵文化財報告会―』

平成 18年 6月 3日 和歌山県立図書館 メディア・アートホール

派遣職員 藤藪勝則 「井辺遺跡の発掘調査」

財団法人和歌山県文化財センター主催展示会の文化財講座に講師を派遣した。

展示会『平安京と紀伊 ―平安時代から室町時代の土器―』

平成 18年 12月 9日  きのくに歴史探訪館

派遣職員 北野隆亮 「紀伊の土器J
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